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弾性装具による四肢熱傷
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【目的】
深い熱傷は手術の有無にかかわらず，肥厚性
瘢痕が生じうる．肥厚性瘢痕の予防・治療法と
して圧迫療法が重視され，広く行われている．
我々は，四肢の熱傷に関してはリンパ浮腫治
療用の弾性装具を応用して肥厚性瘢痕の予
防・治療を行い，良好な結果を得ているため報
告する．
【方法】四肢における 2度深達性以上の熱傷に
対し，保存加療例では上皮化後より，植皮手術
例では皮膚の生着後よりリンパ浮腫治療用の
弾性装具（手袋，スリーブ，ソックス，ストッ
キング）（ドイツ／メディバイロイト社製）を装
着した．
装着に当たっては採寸をし，サイズに適した
ものをできるだけ早期より開始した．上皮化直
後あるいは，植皮生着直後の創面は脆弱である
ため，弾性装具の装着動作により破綻する恐れ
があり，この際はやわらかい綿製の下地をはめ
るなどの配慮を行った．
【結果】
2006年 4月（当科開設以来）～2009年 11月の
間で 8例に弾性装具を適応した．内訳は男性 5
例，女性 3例，13～69歳  平均 41.5歳であった．
弾性装具装着例で肥厚性瘢痕が進行した症例
は認めなかった．
【考察】
肥厚性瘢痕の予防・治療法としての圧迫療法
は，一般にスポンジや包帯，そしてスポーツ用
のサポーターが広く使用されてきた．しかし，
これらはサイズや装着範囲が限られており，
個々の症例に十分適応しているとはいえない．
反面，今回使用した弾性装具はリンパ浮腫治
療用に開発されたものであり，サイズや部位，
圧迫力は広く選択可能である．オーダメイドも
可能であり，四肢に関しては理想の装具が作成
可能である．欠点としては，1～3万円程度と高
価であること，リンパ浮腫に使用する以外は保
険適応外となることがあげられた．
【結論】
圧迫手段として利用範囲が広く，肥厚性瘢痕
の予防・治療として有用と考えられた．
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All-trans retinoic acid，1a , 25-dihydroxyvitamin 
D3（VD3）による分化誘導には TGF-b シグナ
ル伝達系が介在することが示されているが，
cotylenin A（CNA）による分化過程における
TGF-b の役割は不明である．今回 HL60白血病
細胞を用いて，CNAの分化における TGF-b の
役割を検討した．CNA添加後の TGF（b  1,2,3）
および TGF-b のシグナル伝達物質である smad
（2,3,4,7）mRNAの発現を調べたが，CNA添加群
におけるこれら遺伝子の発現は，VD3添加群，
非添加群と差を認めなかった．しかし，TGF-b
中和抗体および TGF-b シグナル伝達阻害剤
（SB431542）は VD3による単球系分化を著明に
阻害したが，CNAによる単球系分化には影響を
与えなかった．Smad3はVD3添加群では核内に
移行したが，CNA添加群では細胞質内に局在し
核内移行しなかった．これらの結果よりCNAに
よる分化機構は TGF-b シグナル伝達系が関与
しない新たなシグナル伝達系によるものと考
えられた．
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